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 特集：Web API 活用術 
UDC 02：000.000：000.000 
Web API の過去・現在・未来 
高久 雅生＊ 
 
 Web API は情報サービスの，とりわけ Web 上で提供されるサービスにおいて，縁の下の力持ちとして欠かせない位置を占めつつある。
本稿では Web API の提供と利用の両面から類型を示しながら，その歴史的な意義と機能を紹介する。学術情報分野を中心に Web API の提
供事例とマッシュアップ事例を挙げるとともに，その利用目的やデータ形式，ライセンス，永続性といった点を取り上げて議論し，Web API
がもたらしている役割を解説する。 
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1．はじめに 
 本特集をはじめる起点として，Web 2.0 を振り返ろう。





の一人である O’Reilly は，Web 2.0 の定義を述べた論考
「What is Web｣1)において，Web 2.0 の特徴を示すいくつか
の側面に触れながら，その主要な原則として以下の 7 つを
示している。 








API」である。Web 2.0 技術における Web API とは，例え






















能が Web API であったし，その恩恵により，多くのサー
ビスが形作られ，多くの人々の暮らしを支えるプラット
フォームとなっていった。本稿では，この Web API とは
何か，その役割とサービス事例を解説しながら，論点の整
理を試みる。 
2．Web API とは 
 Web API について解説する前に，まず，API について述
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図 1 Web API におけるやり取りの概要 





Web API の概要を図 1 に示す。Web API は，サーバ側
が提供するプログラム機能をインターネット越しにクライ
アント側のプログラムが呼び出すことにより実行される。
Web API の呼び出しは，通常の Web の仕組みを用いて実
行される。WWW を構成する 3 つの要素：URL，HTTP，
HTML のうちの前 2 者を用いる。つまり，特定の URL を
指定して，HTTP を通じたリクエストを送ることが Web 
API の実行となる。Web API の実行結果はプログラムから
読み出しやすく理解しやすい形式としてクライアント側に





2.1 Web API の構成による類型 
Web API の呼び出し方式は 2 つに大別される。 
・REST 方式 
・SOAP 方式 
REST（Representational State Transfer）は，Web 上
で提供されるサービスの HTTP プロトコルにおけるやり
取りを標準的なモデルとしてまとめたものである 4)5)。
HTTP 上でアクセスできる Web リソースを，そのリソー
スに対応する URI への操作としての追加機能，編集機能，


















Web 以前から 1980 年代以来のソフトウェアモジュール
間のやり取りの枠組みである RPC や CORBA の枠組みを
Web 上で実現しようとする SOAP 方式を旧来型とすると，
REST方式はHTTP通信規約の議論を基にまとめられた比
較的新しい枠組みである。Google や Amazon といった先
進的な Web 企業による初期の Web API 提供においては，
Google Search API（2002 年開始）は SOAP 方式による提
供，Amazon Associates Web Services（2003 年開始）は
SOAP/REST 両方式により提供されていた。一方で，SOAP
方式においては，Web API 利用にあたっても XML をベー
スとする比較的大きなソフトウェアライブラリを必要とす
る点などから，企業内ソフトウェアなどでの利用を除くと，
軽量プログラミングモデルを旨とする Web 2.0 以降，Web
上の公開サービスではあまり用いられなくなりつつある。
たとえば，Musser9)によると，Web API ポータルサイト
ProgrammableWeb10)における Web API の呼び出し方式
の構成割合は 2008 年に REST 方式が 60％，SOAP 方式が
25％だったのに対し，2010 年には REST 方式が 74％，
SOAP 方式は 15％へと変化し，大多数が REST 方式に移
行したと述べている。 
 




な Web API を利用するアプリケーションをマッシュアッ
プ（Mashup）と呼ぶ。 
Web API のマッシュアップ利用はその構成から，おおむ









じた形で Web API 提供サーバ側に送り，Web API 提供プ
ログラムが処理結果を XML や JSON などのデータとして
送り返すと，マッシュアッププログラムはその結果を用い
た処理結果を Web ページとしてブラウザに送り返す。 
サーバ利用型マッシュアップでは，リクエストが直列的























AJAX（Asynchronous JavaScript and XML）とは，
Web ページ内に埋め込まれた JavaScript プログラムを通
じて，Web API とのやり取りを行うことにより，Web ペー




API を呼び出す JavaScript が付加されていることにより，













地域情報サイト Craigslist と地図情報サービス Google 
Maps を組み合わせて，全米における不動産情報を並べて
選んだりできるツールで，AJAX 型 API の Google Maps



















Programmable Web10)は 2014 年 3 月現在，11,122 件の
API と 7,375 件のマッシュアップ適用事例を掲載してい
る。 
 
3.1 Web API の提供事例 
 学術情報流通の分野でも Web API を提供している多く
の事例がある。たとえば，国内の主要な書誌ユーティリ
ティ，図書館，情報センターは 2000 年代半ばから，次々
と Web API の整備と提供を続けてきている。国立国会図
書館における検索システム PORTA16)17)は 2008 年に Web 
API 提供を開始し，PORTA 後継である国立国会図書館
サーチ（NDL サーチ）18)19)においても，Web API の提供は
継続し，Dublin Core に基づくメタデータ形式 DCNDL に
よる提供が行われている。国立情報学研究所が提供する
CiNii Articles も 2009 年以来，OpenSearch と詳細な RDF




タを Web API を通じて検索，取得できるようにしている24)。
科 学 技 術 振 興機 構 が 提供 す る 情 報 検索 サ ー ビ ス














て連携させる手段となってきた31)。Z39.50 は Web 出現以
前から開発されてきた規格であり，Web や Web API との
互換性はない。Web 普及後に，Z39.50 の次世代版として
標準化されたのがSRU/SRWである32)。SRU/SRWは，SRU
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がいわゆる REST 方式であり，SRW は SOAP 方式による
ものであり，Web API としてのパラメータ等は同一のもの
である。先に述べたように，SOAP 方式の SRW はさほど
普及しておらず，SRU/SRW と並べて表記されるものの，
SRU の利用が中心となっている。 
一方で，Z39.50 とは別に急速に発展した Web 検索エン
ジンなどにおける検索仕様においては独自のものが多い。
また，A9.com から，より簡便な検索 Web API 仕様
OpenSearch33)が提案され，普及が進んだ。 
学術情報流通の分野ではすでに見たように，情報検索に
用いる Web API として，SRU/SRW，OpenSearch などが
ある。検索以外の他ツールとのやり取りとしては，リンク
リゾルバで利用されている OpenURL34)，機関リポジトリ
を中心として用いられている OAI-PMH（Open Archive 
Initiative Protocol for Metadata Harvesting）14)がある。 
また，文献管理ツール Mendeley35)も多くのシステム機
能に対応する Web API を開発者向けに提供している36)。 
 
3.2 Web API の利用事例（マッシュアップ） 






築にあたってよく使われている Web API を拾ってみると，














Fujisan の提供する RSS をもとに，自動的に新着記事を一
覧するサービスを開発し提供している41)42)。新着雑誌記事
速報の詳細は本特集における川嶋の論考も参照のこと43)。




また，海外の事例においても，OCLC における WorldCat 
Search API を用いたマッシュアップ事例の一覧が公開さ







































ば，米国 Yahoo! 社が提供する Yahoo Pipes61)では，Web 




3.3 Web API コンテストとハッカソン 
Web API コンテストやハッカソンなどの動きについて
も触れておきたい。2006 年に始まった Mashup Awards
は国内の IT 企業を中心に開催され，Web API を用いて構
築されたマッシュアップアプリケーションをコンテスト形
式で審査，表彰するもので，2013 年まで 9 回開催され，
2013 年には 460 作品もの応募があった62)。国立情報学研
究所は 2009 年，2010 年の 2 回にわたり「CiNii ウェブ API
コンテスト」を開催した 63)64)23)。国立国会図書館もレファ
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レンス協同データベースの API を対象に「API 腕自慢」と
題する公募企画を 2010 年に実施した 29)。LOD（Linked 
Open Data）における Web API およびオープンデータ活
用を企図した「Linked Open Data チャレンジ Japan」も
2011 年以来，継続的に開催され，マッシュアップアプリ
ケーションに限らず，データセットやアイデア，可視化な
















4.1 Web API を提供する目的 
そもそも，あるサービスが Web API を提供するのはな
ぜだろうか。これは，Web API の提供と利用にあたって，
もっとも重要な問となるだろう。簡単にまとめると，主に































































OAuth70)71)72)と呼ばれる認証用 Web API 仕様が使われて
いる。 






データに Creative Commons ライセンスなどオープンな
ライセンス73)を付与することにより，活用が促されること
が期待できる。 




API は 2006 年には新規登録を停止し，2010 年にサービス
を停止した74)。Twitter 社も 2013 年にサービス開始以来の
Twitter API を廃止し，新しい認証付の Web API へ移行し
た75)。これらの Web API の廃止は，主として経営戦略上の
判断であり，Google Search API の場合はより簡略な開発
が容易な AJAX 型への移行であり，Twitter API の場合は
認証を用いて開発者単位のサービスを強化しようとする意
図であったと推察される。ほかにも，Web API は廃止しな
いものの，一定回数以上の Web API 呼び出しを有料とす
る形へ移行した Google Maps API の例76)もある。 
マッシュアップサービスの開発にあたっては，Web API
側が変更される可能性を考慮に入れて，どの程度まで特定
の Web API に依存すべきかを検討しておく必要がある。
Web API が停止したとしても代替しうる類似 Web API の
存在もあわせて確認しておくとよいだろう。 








 2014 年は，WWW（World Wide Web）の誕生から 25
年，Web 2.0 の隆盛から 10 年の節目にあたる。Web API
の提供と利用はこの 10 年間を通じて発展を続けてきた。
Web 上で提供されるサービスのうち多くがさまざまな
Web API 機能を備え偏在化しつつある現在，そして，第 3
者によるマッシュアップアプリケーションの開発とその果
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Abstract: Web API has become essential role for information services, especially on the Web. Several categories 
of Web API are presented from the viewpoints of a provider and user as well as its functions and historical 
aspects. This paper demonstrates some examples from scholarly information fields, and discusses several 
issues such as objectives, data formats, licenses, and life cycles of Web APIs. 
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